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二
〇
一
八
年　
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　
江
別
・
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
Ⅳ　
安
念
優
子

展
。
壁
面
を
埋
め
尽
く
す
も
の
は
、
よ
く
見
る
と
す
べ
て
、
モ
ノ

ト
ー
ン
の
染
料
を
し
み
こ
ま
せ
た
衣
類
の
集
積
。
衣
類
に
宿
る
記

憶
が
圧
倒
的
な
迫
力
で
迫
っ
て
き
ま
す
。
会
場
で
は
、
立
花
泰
彦

（
ベ
ー
ス
）
×
木
村
朱
美
（
ダ
ン
ス
）
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ

ブ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
二
月
「
イ
ア
ン
レ
の
種
と
極
～
小
林
重
予
の
言
葉
と
舞
台

美
術
」。
二
〇
一
七
年
一
一
月
に
亡
く
な
っ
た
造
形
作
家
・
小
林

重
予
さ
ん
に
向
け
て
、
生
前
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
人
た
ち
が
ほ
ぼ

一
年
を
か
け
て
検
討
を
重
ね
、
創
り
あ
げ
た
追
悼
の
催
し
。
小
林

さ
ん
が
書
い
た
文
章
と
、
小
林
さ
ん
が
舞
台
美
術
を
手
掛
け
た
劇

団
極
の
せ
り
ふ
を
、
極
の
俳
優
が
朗
読
し
ま
し
た
。

超
満
員
と
な
っ
た
会
場
の
熱
気
、
俳
優
に
よ
る
言
葉
の
力
、

映
像
や
音
楽
に
よ
っ
て
、
ま
れ
に
み
る
劇
的
な
空
間
が
生
ま
れ
印

象
深
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

昨
年
の
九
月
六
日
の
胆
振
東
部
地
震
、
皆
さ
ん
は
被
害
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
？
私
の
住
む
江
別
市
は
、
震
度
五
強
で
し
た
。

前
日
五
日
の
台
風
二
一
号
、
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
の
大
正

一
一
年
建
造
の
煉
瓦
の
三
階
建
て
、
一
階
部
分
入
口
の
弱
い
個
所

が
、
台
風
の
強
風
で
真
夜
中
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。

二
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
喫
茶
の
内
部
が
一
晩
中
、
雨
と
強
風

で
吹
き
荒
れ
た
。

明
け
方
ま
だ
風
の
止
ま
ぬ
中
、
御
近
所
に
散
ら
ば
っ
た
木
片

な
ど
な
ど
を
、
車
で
拾
っ
て
歩
い
た
。

―
近
く
の
外
輪
船
の
駐
車
場
の
大
木
が
五
、六
本
裂
け
た
よ
う

に
倒
れ
て
い
る
・
・
。

王
子
製
紙
の
草
地
の
白
樺
の
倒
木
も
凄
い
・
・
。

古
い
飲
み
屋
街
の
建
物
の
二
階
が
崩
れ
落
ち
、
道
を
塞
い
で

い
る
・
・
。

嵐
の
去
っ
た
早
朝
の
風
景
―
。

朝
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
が
居
て
、
壊
れ
た
壁
の
応
急

処
置
を
し
た
。

そ
し
て
六
日
の
午
前
三
時
の
地
震
。

菊地雅子 fiver work 個展

イアンレの種と極 ( 西山美紀子）
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三
階
に
住
む
私
た
ち
は
、
揺
れ
が
激
し
く
て
、
ラ
ジ
オ
と
懐

中
電
灯
を
持
ち
、
月
明
り
の
外
に
出
て
い
ま
し
た
。

停
電
と
断
水
。

劇
団
員
や
友
人
が
冷
凍
庫
の
食
品
を
持
ち
寄
っ
て
、
駐
車
場

で
炭
を
お
こ
し
七
輪
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

知
り
合
い
の
電
気
工
事
の
会
社
が
ご
飯
食
べ
さ
せ
て
と
一
〇

人
ほ
ど
、
仲
間
入
り
し
た
。
野
菜
直
売
所
が
開
か
な
い
の
で
と
大

量
の
と
う
き
び
が
届
い
た
。

ガ
ス
と
炭
、
薪
ス
ト
ー
ブ
、
溜
め
た
水
。
ご
飯
を
炊
き
、
と

う
き
び
も
茹
で
た
。

余
震
の
続
く
不
安
の
中
、
幸
い
大
き
な
事
故
や
怪
我
も
な
く

授
か
っ
た
静
か
な
時
間
・
・
。

八
日
後
の
余
震
が
続
く
中
、
九
月
一
四
、一
五
、一
六
日
と
、

予
定
通
り
、
劇
団
ド
ラ
マ
シ
ア
ー
ど
も
「
想
」
ヒ
モ
ト
タ
カ
ヒ
ロ

作
・
演
出
の
公
演
、
決
行
し
ま
し
た
。

避
難
経
路
・
誘
導
・
人
員
・
懐
中
電
灯
、
役
割
分
担
・
開
演

前
の
Ｍ
Ｃ
。

幸
い
大
き
な
揺
れ
は
無
か
っ

た
・
・
。

予
想
に
反
し
て
、
お
客
さ
ん
も
大

勢
き
て
く
れ
ま
し
た
。

台
風
で
壊
れ
た
壁
は
、
火
災
保
険

が
出
て
修
理
を
終
え
た
。

外
輪
船
の
倒
木
を
運
び
、
切
っ
て

割
り
、
薪
ス
ト
ー
ブ
が
沸
か
し
た
お

湯
で
喫
茶
の
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
い

る
。阪

神
淡
路
の
震
災
・
東
北
日
本
大

震
災
・
福
島
原
発
事
故
、
九
州
・
大
阪
・
岡
山
と
、
大
き
な
災
害

が
あ
っ
た
が
、
北
海
道
の
地
元
で
の
自
然
災
害
は
、
身
体
の
中
心

が
目
覚
め
た
よ
う
な
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
。

（
厚
真
・
安
平
・
鵡
川
町
の
み
な
さ
ん
の
大
変
な
被
害
と
は
比

べ
よ
う
も
な
い
が
）　

今
年
は
、
ヒ
モ
ト
タ
カ
ヒ
ロ
作
と
安
念
智
康
作
の
二
本
の
新

作
を
創
ろ
う
と
決
め
て
い
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の「
夏
の
夜
の
夢
」を
テ
キ
ス
ト
に
、ウ
オ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
始
ま
っ
て
い
る
。

大
地
の
声
を
聴
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

＊
災
害
の
話
が
中
心
で
、
場
違
い
の
文
章
か
と
恐
縮
し
ま
す

が
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。

今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
九
・
一

「想」ヒモトタカヒロ作・演出 　2018.9

「トド山第三分教場パートⅢ 2018」
安念智康・作・演出　　　2018.4

讃岐座　田井竜也ひとり芝居
「風のゆびきり」2018.8　長野県諏訪在住 


